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子育て・若者支援 子育て支援を“さらに一歩前へ”（こども家庭局 予算特別委員会2026年2月27日） 地域経済・市場・商店街（経済観光局 予算特別委員会2026年3月4日）
■ 妊産婦タクシー制度 ―利用期限の見直しを提案
妊娠届出時に交付されるタクシー券の利用期限は「交付から14か月」で、令和6
年度の利用率は約61％です。
「期限まで使い切れない」「産後ケア利用時にも使いたい」といった声もあり、特
に兵庫区では産後ケア施設が区内にないため移動負担が課題となっています。
　  私は、産後支援の観点から利用期限延長の検討を提案しました。
➡ 市はアンケートを実施し、制度見直しを検討するとの答弁がありました。

「美味しかったあのお店が、突然閉店していた…」 「店主の急病で、やむ
なく店じまい…」
そんな寂しい経験、皆さんも一度はあるのではないでしょうか。
私はこの思いから、小売市場・商店街の未来について質疑しました。

■ 小売市場・商店街を次世代へ
単身世帯の増加や惣菜ニーズの拡大など、地域の消費行動は大きく変
化しています。
　  私は、小売市場や商店街が地域の変化に対応した販売戦略を立て
られるよう、神戸市が持つ人口動態や購買傾向などのデータを市場や
商店街と共有し、戦略づくりに活かすべきと提案しました。
➡ これに対し市当局からは、商店街連合会や小売市場連合会などと連携しながら情報共有を進め、商店街の実情に
応じた支援に取り組んでいくとの答弁がありました。
また、駅ナカ出店や移動販売、夜市イベント、小学校との連携などの成功事例を横展開し、地域のにぎわいづくりにつ
なげる取り組みを進めるとともに、定年後に商店街で再チャレンジしたい方とのマッチングなど、「つながり」を活か
した支援も進めるよう求めました。

中央卸売市場
■ 神戸の“食の拠点”をさらに活性化　中央卸売市場の利用促進
神戸市中央卸売市場では、青果物の集荷拡大に向けた取り組みが進
められています。
　  私は、その成果と課題を確認するとともに、さらなる利用促進や取
引拡大に向けた取り組みについて質問しました。
➡ これに対し神戸市からは、集荷拡大の取り組みを継続しながら市
場の利用促進を図り、取引拡大につながる施策を検討していくとの
答弁がありました。
中央卸売市場は、市民の食卓を支えるだけでなく、飲食業や観光にも
関わる神戸の重要な食の拠点です。今後も流通機能の強化と市場の
魅力発信を進め、神戸の食文化を支える拠点として発展させていく
ことが重要だと提案しました。

■ 市場・商店街のブランドと技術を守る事業承継（老舗の味と技術を守る）
長年続いてきた店舗が、店主の高齢化や後継者不足により閉店するケースが全国的に増えています。私は、小売市場
や商店街の店舗は単なる個人事業ではなく、地域の文化や信頼を支える「地域資産」であると指摘しました。
目利きや職人の技術、秘伝の味は、一度失われると簡単には取り戻せません。そのため、技術やノウハウの可視化、後
継者とのマッチング、第三者承継（M&A）なども含めた事業承継支援の強化や、モデル地区での承継プログラムの実
施を提案しました。
➡ これに対し市当局からは、こうべ産業・就労支援財団など関係機関と連携し、事業承継に向けた支援や橋渡しを進
めていくとの答弁がありました。
　  私は、地域に長く愛されてきた店を守り、神戸から事業承継の取り組みを全国へ発信していくべきと強く要望し
ました。

■ 子育て広報の強化
神戸市には多くの子育て支援制度がありますが、まだ十分に認識されていない制度があります。
　  私は、市の子育て支援策など利用できるよう企業や地域団体、NPOなどと連携し、相互に情報発信する仕組みづ
くりを提案しました。

■ 産後ケア予約システム ―利便性向上
昨年提案した産後ケアの予約一元化システムが実証開始しました。
　・地図検索が可能
　・夜間予約が可能（約46％が夜間利用）
　・電話対応負担の軽減
利用率は出生数の約35％と全国平均を大きく上回っています。
　  私は、緊急性の高い方への迅速対応と制度の周知強化を求めました。

産後ケア（イメージ）

こども家庭局　予算特別委員会　質疑

病児保育室もりたくんち

■ 兵庫区“初”の病児保育が実現
長年の課題であった兵庫区内の病児保育が、令和8年4月にJR兵庫駅南側に開設。これにより神戸市すべての区で病
児保育が整備されます。
　  私は議会で繰り返し必要性を訴え、兵庫区医師会の先生方に相談を重ねながら実現に向けて取り組んできまし
た。
予算特別委員会（こども家庭局審査）では、局長から「平野議員をはじめ兵庫区医師会・神戸市医師会の尽力により実
現しました」との発言もありました。
医師会の皆様のご協力に感謝するとともに、共働き世帯にとって大きな安心につながります。

■病児保育施設概要
・名称：もりたくんち（運営主体：もりたこどもクリニック）
・対象：生後6か月～小学6年生
・定員：6名
・開所：平日8時～18時
　　　※土日祝、年末年始（12 月 29 日から１月３日）などは休室
・利用開始日 2026 年４月１日（水曜）から
・利用料 １人あたり日額 2,000 円（昼食代・おやつ代が別途必要）
　　　 ※所得に応じて利用料の減額有

子どもの急な体調不良は、子育て世帯にとって大きな不安です。
今回の開設は、安心して子育てと仕事を両立できる環境づくりに向けた大
きな一歩です。

中央卸売市場本場

■ 若者自立支援拠点
社会的養護のもとで育った若者などを支援する拠点が令和8年度に新設されます。
相談支援や就労体験、居場所づくりなどを通じて、孤立を防ぐ取り組みです。
　  市当局に必要な人に確実に届く支援制度を求めました。


